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事例： 千葉県 南房総市観光協会 癒しの森のセラピーウォーキング など

●ウェルネス・ツーリズム／ヘルス・ツーリズム（P70-72)
海、各種アクティビティ、食等、九十九里の地域資源をつなぎ合わせ、コンテンツ造成＝過ごし方提案を行う際には、

ウェルネス・ツーリズム、ヘルス・ツーリズムの考え方が参考になる。コロナ禍を経て旅行者における健康に対する関心が
高まっており、高付加価値なコンテンツ提供が可能。

事例： 沖縄県 琉球ガストロノミー＜美ら餐＞ など

●フード・ツーリズム／ガストロノミー・ツーリズム (P73-77)
その地域の食材を楽しみたい、その地域の文化を楽しみたいという旅行者が増加しており、「ガストロノミーツーリズム」

というワードも定着してきた。各自治体のみの食材ではなく、九十九里の食材をストーリーとともに提供するフード・ツーリ
ズムは、九十九里のブランディングを考える上でも重要なテーマになる。

事例： 和歌山県 「津和野ガルテン」 など

●ワーケーション✕関係人口 (P80-91)
コロナ禍において、新しい交流スタイルとして提示されたワーケーションは、千葉県においても様々な地域で取り組

みが始まり、九十九里では銚子市においてワーケーション推進協議会が立ち上げられた他、宿泊施設など施設単
位で受け入れの取り組みが見られます。ワーケーションは従来型観光と異なり、来訪者との交流の仕掛けを用意す
ることで、地域内に様々な創発を生み出す交流スタイルで、関係人口づくりの取り組みであり、九十九里地域の地
域資源の活用、プレイス・ブランディングの検討において参考になる。

観光における九十九里地域の資源の活用を想定し、九十九里の資源から想定される新しい旅行・交流スタイルについて、事例を含め
整理し、観光コンテンツの考え方として、ワークショップにおいて参加者に示した。

●アドベンチャーツーリズム (P78-79)
アクティビティへの参加を手段として地域をより深く楽しみながら地域の人々と双方向で自然と文化を知ることを目的

とするアドベンチャーツーリズムにおける、地域の「ストーリーづくり」等の考え方も九十九里においても参考になる。
事例： 山梨県 エコロジック 富士山の里山文化体験マウンテンバイクエコツアー

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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健康・未病・病気の方、また老人・成人から子供まですべての人々に対し、科学的根拠に基づく健康増進
（EBH:Evidence Based Health）を理念に、旅をきっかけに健康増進・維持・回復・疾病予防に寄与するもの
（出典：特定非営利活動法人日本ヘルスツーリズム振興機構）

「旅で健康になる」ではなく、「旅をきっかけに健康になる・健康を意識する」こと。

旅行者と地域の住民双方の健康推進に寄与するまちづくり、商品・研究開発や販売促進のためのフィールドとして
も注目されている。

(1)ヘルスツーリズム

一次予防： 病気にならないための処置や指導（生活習慣の改善、健康教育など）

二次予防： 早期発見、早期治療
三次予防： 後遺症、再発防止、リハビリテーションや社会復帰など

疾病予防の３段階
ヘルスツーリズムの領域

“健康”をフックに、温泉、自然、食などの地域資源を改めて健康資源として見直し、魅力付けし、ヘルスツーリズムと
しての受け入れ体制の基盤づくりをする。

地域コンテンツのブラッシュアップ

ヘルスツーリズムとは

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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癒しの森のセラピーウォーキング ※「ヘルスツーリズム認証」プログラム

https://htq.npo-healthtourism.or.jp/member/kanto/2122343101.html

オリエンテーション、健康チェック（15分）
ウォーミングアップ・準備体操・ストレッチ（15分）
砂浜タラソウォーク＆ビーチコーミング（15分）
ストレッチ、座観（休養）（15分）
森林セラピー、要塞跡見学（15分）
ストレッチ、記念撮影、脈拍、皮膚表面温度測定（15分）
香り体験（黒文字）、音当カルタ（ネイチャゲーム）（10分）
ハンモックで休憩（20分）
森林セラピー（15分）
ストレッチ、健康チェック、アンケート記入、振り返り（15分）

【森林セラピー】×【タラソテラピー】＝南房総ここちよい時間

森林セラピー基地にも認定されている大房岬自然公園にて、温暖な気候の中で森と海を活用し、ドイツで親しまれている気候
療法を取り入れた「健康への気づき」から「健康増進」につながるプログラム。

＜プログラム内容＞
森林セラピー基地にも認定され、高低差が少なく、ほどよい運動が
できる約3キロのコースを2時間半程度でウォーキング。潮風を浴び
ながら、森林浴を楽しむウォーキングと休息を、ゆったりとした時間の
流れの中で体験していただき、ONとOFFを感じながら、健康への気
づきを与えるプログラムとして提供します。

(1)環境×アクティビティ×食×温泉・・・ ヘルスツーリズム

日本ヘルスツーリズム振興機構 サイトより
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https://www.npo-healthtourism.or.jp/htarea/index.html#area001

九十九里エリアの地域資源を想定した参考事例

メタボリックシンドローム・生活習慣病
身体活動・運動ベイエリアのノルディックウォーキング＋ヨガあおもりベイタラソウォーク＆ヨガ

＜青森市＞

メタボリックシンドローム・生活習慣病
身体活動・運動
栄養・食生活
休養・こころの健康

カラダに優しい食事（地域食材）＋早朝ウォーキ
ング＋温泉
新しい温泉地での過ごし方「新・湯治」を提唱

クアオルトバランス膳・早朝ウォーキング
＜山形県上山市＞

身体活動・運動
栄養・食生活

ゴルフの健康貢献度を個別にチェック＋食（地・旬
の食材会席のグルメナイト）

楽しく歩ける”生涯スポーツゴルフ”と”心と体
の食“再発見の旅
＜石川県 小松市＞

メタボリックシンドローム・生活習慣病
身体活動・運動
栄養・食生活
休養・こころの健康

天皇に代わって天照大神に仕えた斎王と呼ばれる
皇女が神嘗祭で伊勢神宮へ向かう際に身を清め
た「禊」の地を歩く、ここにしかないタラソテラピー

ココロとカラダを整える
「大淀海岸タラソテラピーウォーク」
＜三重県 明和町＞

メタボリックシンドローム・生活習慣病
身体活動・運動
栄養・食生活
休養・こころの健康

全人口に占める百歳以上の方(百寿者)の割合が
全国平均の約3倍という“長寿のまち”で先人の
「百寿人生のレシピ」を学びつつ実食、ジオパークの
レトロな漁師町をガイドと一緒にウォーキング

海の京都「百寿人生のレシピ」
体感プログラム
＜京都府 京丹後市＞

身体活動・運動
休養・こころの健康

心理カウンセラーの資格者、琉球セラピストがカウン
セリング、呼吸法、マインドフルネス・禅の技法を使
い、聖地（砂浜・聖なる泉）を廻る

逃げ旅シリーズ 聖地リトリート
＜沖縄県 南城市＞

日本ヘルスツーリズム振興機構

(1)環境×アクティビティ×食×温泉・・・ ヘルスツーリズム

ポイント ☞ “健康”をフックに、温泉、自然、食などの地域資源を組み合わせ、コンテンツの魅力を高めている

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(2)地域の歴史・生活文化・農業・漁業×食 ガストロノミーツーリズム

「ガストロノミーツーリズム」の構成要素

「ガストロノミーツーリズム」は地域ならではの食・食文化を楽しむことが旅の中心の目的であり、地域ならではの場所や人が関わる体
験によって、目的である食・食文化の価値が高まる旅であり、コンテンツの高付加価値化の重要な領域となっている。

UNWTOの『ガストロノミー発展のためのガイドライン』では、記憶に残る観光体験に求められる要素として、以下が挙げられており、
コンテンツの高付加価値化、消費単価の向上を検討する上で重要な項目になる。

記憶に残る観光体験に求められる要素

アクセスを限定する独自性のある環境の整備やストーリーを策定する

学びの機会を増やす観光関連事業者との交流の機会を提供する

楽しみ、くつろぎ、あるいは非日常の体験を提供するテーマ別にする

地域の資源を統合する感情を解き放つ

地域の産品を活用した観光客が家に持ち帰れる有形物やお土産などを用意する

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(2)地域の歴史・生活文化・農業・漁業×食 ガストロノミーツーリズム

事例➀ 地域としての統一規格による各宿泊施設・観光施設による取り組み

琉球ガストロノミー＜美ら餐＞ https://ryukyu-gastronomy.jp/

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(2)地域の歴史・生活文化・農業・漁業×食 ガストロノミーツーリズム

事例➀ 地域としての統一規格による各宿泊施設・観光施設による取り組み

琉球ガストロノミー＜美ら餐＞

沖縄のリゾートホテルで、地域の食材を用い、しっかりとした沖縄・琉球料理を提供しているホテルが少なかったことから、
本島に分散する複数のホテルで、沖縄の食文化を伝えることを目的に、沖縄の食の歴史・文化の勉強会を行い、各ホテ
ルの個性を活かした琉球料理・プランを提供。

プランの開発では、以下の統一要件、ルールを定めた。

https://ryukyu-gastronomy.jp/

ポイント ☞ ●地域の歴史・文化とともに食の伝統を食のプロたちが学び直し、共通のコンセプトのもと
それぞれの分野の料理を考案⇒プログラムとして提供

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(2)地域の歴史・生活文化・農業・漁業×食 ガストロノミーツーリズム

事例② 地域としての取り組み コープさっぽろ 畑でレストラン https://www.sapporo.coop/content/?id=3276

「コープさっぽろ農業賞」を受賞した生産者の畑に、1日限り
の「ランチレストラン」を開店いたします。絶景のロケーションの
中で、北海道で活躍する人気シェフが畑のとれたて野菜を使
って、スペシャルランチコースをご提供。
ランチの前には、その食材がとれた畑を生産者さんと一緒に歩
くファームツアーを実施。

2023年は6月11日（日）～9月24日（日）で全12回
開催

＜内容＞
11：00～ファームツアー
12：00～スペシャルランチ
14：00終了予定

2022年は定員40名のところ最大で99名の応募があり、
倍率は2.5倍

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(2)地域の歴史・生活文化・農業・漁業×食 ガストロノミーツーリズム

事例② 地域としての取り組み

ポイント ☞ ●旬の食材、生産者と料理のプロを組み合わせ、地域の生活、文化、食をストーリーと
ともに楽しむポイント ☞ ●旬の食材、生産者と料理のプロを組み合わせ、地域の生活、文化、食をストーリーと

ともに楽しむ

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(3)アクティビティ×地域の生活文化／高付加価値化 アドベンチャーツーリズム

単なる自然体験アクティビティの提供ではなく、アクティビティへの参加を手
段として地域をより深く楽しみながら地域の人々と双方向で自然と文化を
知ることを目的とするアドベンチャーツーリズム（以下AT）のコンセプトは、コ
ンテンツの高付加価値化の基本の考え方として参考になる。

アドベンチャーツーリズムの５つの体験価値

その他の場所では味わえない、その地ならではの体験があるThe Novel and Unique
いままでにないユニークな体験

体験を通じて、自己が成長・変化していくことを感じることができるTransformation
自己変革

旅行前より心身ともに健康になった感覚を得ることができるWellness
健康であること

身体的・心理的にさまざまな意味合いでの「挑戦」の要素が体験に含まれているChallenge
挑戦

体験にあたって、文化や自然に対してインパクトを最低限に抑えられていると感じられるImpact
ローインパクト

ATではストーリーの伝え方を重視しており、①自然的特性を紐解き、それによる②歴史・文化の発生を伝え、それらが時間ととも
に③ユニークな地域文化となったことを伝え、その上で、④任意のアクティビティをこの場で楽しむべき理由を伝えることで、自然、
文化、アクティビティをそれぞれがバラバラに体験するよりもよりストーリーを伴った充実した体験となるとして、ストーリー構成要素を
以下のように整理している。

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(3)アクティビティ×地域の生活文化／高付加価値化 アドベンチャーツーリズム

富士山の里山文化体験マウンテンバイクエコツアー

富士山の恵みを感じ湧水を巡る里山文化体験 マウンテンバイク・エコツアー（5.5時間）【春・夏・秋】

一般社団法人 エコロジック https://ecologic.or.jp/

富士山麓の里山をマウンテンバイクで、湧水の流れと共に爽快に下ります。富士山の伏流水が流れ出る美しい白糸の滝を訪
れ、お昼には地元のおかあさんが打った手打ち蕎麦を、地元で採れた野菜の天ぷらとともにいただきます。春・秋は、富士山の
湧水の恵みで造る日本酒の酒蔵を、18代目の蔵主にご案内いただきます。夏は、富士山の冷たい伏流水が流れる川で、水
に触れて楽しみます。
マウンテンバイクで富士山麓の風を直に感じて、富士山の里山の水の恵みを堪能し、地元の温かい人々の心にふれるエコツ
アーです。

・上限人数：10名 料金：18,500円（税別）／おひとり様
・料金に含まれるもの： 英語ガイド、マウンテンバイクレンタル、手打ちそば天ぷらランチ、芝川川遊び体験・かき氷づくり
（夏）、富士錦酒蔵見学（春・秋）、スナック、ペットボトル水1本

https://ecologic.or.jp/summary/fuji-ecotour/ecotour02/

ポイント ☞ ●単なる個別体験ではなく、湧水⇒蕎麦⇒酒蔵と、富士の湧水によるストーリーづくりができている
●地域を知るガイドが案内し、地域の人との交流をはかる

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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地域課題解決型

合宿型

サテライトオフィス型

ブレジャー型

福利厚生型

業務型

休暇型 有給休暇を活用してリゾートや観光地等でテレワークを行う

地域関係者との交流を通じて、地域課題の解決策を共に考える

場所を変え、職場のメンバーと議論を交わす
チームビルディング etc…

サテライトオフィスやシェアオフィスでの勤務

地方での会議や研修、打ち合わせの前後に休暇を取得

観光庁資料「ワーケーションやブレジャー等の活用による働き方改革」を基に筆者加筆

ワーケーションの実施形態イメージ

(4)新しい交流の形 ワーケーション

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方



81

千葉県内でのワーケーション推進(4)新しい交流の形 ワーケーション

●千葉市
・テレワーク推進事業

●銚子市
・銚子ワーケーション推進事業・銚子型朝方ワーケーション・国内初のデジタ

ルデトックス×電車サウナワーケーション
・長期滞在・交流型ワーケーションの推進による地域活性化事業･･･信金中央

金庫が企業版ふるさと納税1,000万円を寄付
・ワーケーション自治体協議会に加盟

●勝浦市
・おためしサテライトオフィスの設置
・平成29年度予算ふるさとテレ

ワーク推進事業…勝浦テレワークセンターの設置

●市原市
・テレワーク導入促進事業補助金
・いちはらライフ&ワークコミッション…移住・ワーケーション

のHP開設
・観光庁「『新たな旅のスタイル』企業と地域によるモデル事

業」採択、「ゴルフワーケーション」誘致取組みへ

●鴨川市
・「鴨川ワーケーションスタイル」

（Wellness×Sports03）発行し、
情報発信

・「カモ旅」にて、ワーケーション
＆ブレジャーの情報発信

●多古町
・【多古町×マイナビ地域創生×ANA成田エアポートサービス】

千葉県最大規模の古民家を再生活用。
一棟貸古民家宿「大三川邸」が地方創生事業
としてオープン
観光客・ワーケーション及びインバウンドの誘致を行い、
宿泊利用を通じた交流人口・関係人口の創出に資する施設
を目指す

●九十九里町
・Airbnbの貸切ステイやワーケーション宿泊施設「BACKSHORE_99」
を活用したワーケーションに取り組んでいる

●船橋市
・船橋市テレワーク導入支援補助金
・市HPにて「テレワーク」について情報発信

●館山市
・テレワーク拠点整備・ワーケーション推進の補助金を創設
・ワーケーション自治体協議会に加盟

●松戸市
・「松戸市サテライトオフィス等立地促進補助金」を活用

したイノベーション施設が松戸駅西口にオープン

●成田市
・シェアスペースGAKUYAを成田駅前にオープン

●佐倉市
・シェアオフィス、コワーキングスペースとなる多様な働
き方や起業支援の拠点をオープン

●旭市
・テレワーク情報サイトの開設

●袖ヶ浦市
・コワーキングスペースの開設

●南房総市
・サテライトオフィスのサイトを開設
・「南房総ワーケーション」では多数のアクティ

ビティ体験を提供し、誘致活動を行う
・ワーケーション自治体協議会に加盟

●香取市
・テレワーク活用移住者奨励金
・株式会社京葉銀行は、佐原信
用金庫および株式会社地域経済
活性化支援機構と共同で取り組
んでいる歴史的資源を活用した
観光まちづくりを推進している。
新たな働き方の提案において、
テレワーク環境の整備、ワー
ケーションマップの作成をして
いる

●横芝光町
・テレワーク・ワーケーション施設としても利用できる

施設がオープン

●一宮町
・海沿いという立地を生かしたワーケーション

スペースが多い

●睦沢町
・「ワーク＆スタディスペース実証事業」実施
・(一社)ワーケーション協会の自治体会員

●白子町
・(一社)ワーケーション協会の自治体会員
・ワーケーション協会の実績として、地元の不動産、内装業者が協力を行い、「お試
し住宅」として「白子ヤード」にてサービスを開始。リモートオフィスとしても活用。
2019年5月から運用を開始し、1年間で約20家族・80名ほどが3日から10日間の移住
体験を実施。引き続き、移住者促進のためのワーケーションを推進

●長柄町
・長柄のママ４人が家づくり挑戦！

杉の伐採から内装まで。ワーケーション
などで貸し出しへ

●山武市
・山武市ワーケーション等環境整備支援金

●いすみ市
・ツーリズムいすみ、「いすみ『自然と繋がる暮らし』体験ツアー」を実施
・いすみ市にある無印良品の家、「陽の家」でワーケーション体験モニター

を実施
・NPO法人いすみライフスタイル研究所

移住希望者の受入相談のほか、ワーケーション、
テレワークの相談を行っている

●柏市
・キャンプ場をサテライトオフィスにする新たなサービス

「Office to go」の提供スタート
・「Kashiwa grand～シェアオフィス＆コワーキングスペ

ース～」の運営を開始＠柏髙島屋ステーションモール

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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千葉県内でのワーケーション推進(4)新しい交流の形 ワーケーション

企業合宿等を中心に訴求
But・・・・

https://chiba-workation.jp/

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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千葉県内でのワーケーション推進(4)新しい交流の形 ワーケーション
https://chiba-workation.jp/facility/kujukuri/

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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和歌山県の取組み事例(4)新しい交流の形 ワーケーション

和歌山県では、平成29年度より、全国の自治体に先駆けて「ワーケーション」の取組みを開始し、Work × Innovation 
× Collaborationをテーマに企業向けのワーケーションを推進してきた。

令和元年には、ワーケーションの普及促進を目的にワーケーション自治体協議会（WAJ：Workation Alliance Japan）
を設立。企業誘致に加え、首都圏企業の次世代リーダー候補者に対して、地域課題解決に係る地方創生講座や、夏休み
の期間に行う親子ワーケーションなども実施。

ワーケーション専用のホームページの開設やパンフレット作成などの情報発信を強化し、地域住民に対しワーケーションの理解
を促す活動を行っている。

※観光庁「新たな旅のスタイル ワーケーション＆ブレジャー」

ワーケーションがビジネスモデルとして確立している

地域としてのコーディネー
ターの存在が重要

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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和歌山県の取組み事例(4)新しい交流の形 ワーケーション

平成29年度からワーケーションの取組みを開始し、平成29年度～令和元年度の３年間で104社910名がワーケーションを体験。

「WAKAYAMA Workation Project」 資料一部抜粋し、JTB総合研究所が作成

内容タイトル年度

都内企業の取締役等132名向けに、白浜でのワーケーション（トライアル）に
ついて概要を説明、関心を示してもらうワーケーション東京フォーラム平成29

ソフトバンク、グーグル、シスコ、ＤＮＰ、ＪＡＬ、日本能率協会等が参加ワーケーション体験会

県内でワーケーションを実施し、レポートを提出いただいた方に協力費を支払い、
モデルケースや課題を収集ワーケーション・イベント平成30

首都圏の14家族が、白浜町で親子でのワーケーションを体験第1回 親子ワーケーション

首都圏の８家族が、白浜町・串本町で親子でのアウトドア・ワーケーションを体
験第2回 親子ワーケーション令和元

総務省の採択を受け「コレクティブ・インパクト・リーダーシップ(CIL)＠わかやま
2019」を開催関係人口創出・拡大事業

ワーケーション導入に向けたガイダンスウェビナーと、白浜のオフィス視察、熊野
古道等の和歌山県の観光ツアーをバーチャルで体験オンラインワーケーション

先進企業や先駆者達の講演やパネルディスカッション、白浜でのワーケーション
の体験会、企業と自治体のマッチング等様々なプログラムを開催ワーケーション・リーダーズ・サミット令和2

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(4)新しい交流の形 ワーケーション 事例： 和歌山県 「秋津野ガルテン」

都市と農村の交流を目指したグリーンツーリズム施設「秋津野ガルテン」。地域住民の出資により、小学校跡を改装して建てら
れた都市と農村の交流を目指したグリーンツーリズム施設で、レストラン、宿泊、農業体験・里山体験のプログラムなどに加え、
ワークスペースを備え、ワーケーションの対応を行っている。地域資源を総合的に活用する拠点づくりとして参考になる。

地元で採れる新鮮な野菜を使った、地元主婦の手づくりの家庭
料理を提供。こだわり30種類のバイキングランチ 大人1,300円

木造２階建てのサテライトオフィスが平成31年に完成。ICT企業を
誘致し、４社が進出。

https://greenoffice.agarten.jp/https://workation.agarten.jp/

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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(4)新しい交流の形 ワーケーション 事例： 和歌山県 「秋津野ガルテン」

WiFi環境、大型６５インチモニター、Webカメラ、Web会議
専用マイク・スピーカー、2７インチの液晶モニター等の設備

【料金】
宿泊者：半日無料（到着日or出発日）
一般利用：半日2000円（4名様まで）

5名様以上での利用は1800円/時間

ワーキングスペース
ワーケーションとともに、学びの場、体験、近隣のツアーなど過ごし
方を提案。

ポイント ☞ ●ワーキングスペースの提供、周辺の情報提供に留まらず、施設を拠点に、グリーンツーリズムや
周辺地域のツアー、地域課題の学びの場など、来訪者との関係づくりの仕掛けを作っている。

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方



88

関係人口とは..
「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々を指す言葉で

す。地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面していますが、地域によっては若者を中心
に、変化を生み出す人材が地域に入り始めており、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期
待されています。（総務省）

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html

(5)関係人口

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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☞「関係人口」とは、移住による「定住人口」でもなく、観光による「交流人口」でもない、
地域や地域の人々と多様に関わる者。

☞地方では、人口減少・高齢化により地域づくりの担い手不足という課題に直面している
が、地域によっては若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めており、
「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待できる。

（総務省）

☞狭義の観光＝「交流人口」と、心理的なハードルの高い移住＝「定住人口」の間、
地域外の人々と地域の多様で継続的な関わり方を考える取組み。

ex.地域課題の解決、伝統文化の継承 etc..

☞関係人口作りは移住、定住人口を増やすための施策ではない！
地域に対するファンづくり、地域愛づくり、地域に係る仲間を増やす取組み。

“大切なのは全体ではなく個としての存在をしっかりと歓迎することです。そろそろ人を数で語る時代とはさよな
らをして、顔と名前を覚える時代が『地方創生』の次なるステップになるかもしれません”（指出,2017)

関係人口とは…

(5)関係人口

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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フラノ コンシェルジュ

イベントスペース

１
階

２
階

３
階

４
階

地
下

簡易宿泊施設

簡易宿泊施設
ロビー・ホール

DMO＝戦略マネジメント

・着地型旅行商品
・体験・食・旅行会社
・コンシェルジュ

ふらの版ＤＭＣ ふらの観光協会

ふらの観光協会

外国人の滞在拠点
観光物産会社

物販
農村

レストラン

簡易宿泊施設ホール・空のガーデン

商工観光課商工会議所

ふらの版ＤＭＯ拠点整備事業

広域連携 ＤＭＯ

ラジオふらの

マーケティング
ショーケース 駅横

インフォメーション

ふらの観光協会

H30.6月～
フラノコンシェルジュ

本店

支店

ブランド観光圏
H30.3月認定

広域 ＤＭＯ

事例：ふらの観光協会(5)関係人口

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方

出展：富良野市
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・各団体の個人情報の名寄せ→ライフステージごとセグメント→デジタル自動発信

観光
観光案内所→「関係」相談所

寄付

東京でのコミュニティ形成

リピーター

二地域居住

特産品

現地
ボランティア

移住

各イベント参加者

富良野でのコミュニティ形成

・開発支援
・メイドイン富良野

・クラウドファウンディング
・ふるさと納税

・ガイド育成

交流の場の開催
・ハッカソン
・アイデアソン

・インターン
・ワーキングホリデー
・Ｕターン希望

・ジョブスタイル
・民泊活用
・農泊推進
・若者寮設置
・創業支援相談
・空き物件把握

・移住サイト開発
・相談会開発
・保育・託児設置

人手不足・働き方改革・サービス産業の生産性改革・投資

関係人口の
データベース化

・ふるさと納税者リスト
・サイクルイベントリスト
・年間スキーパスリスト
・演劇工房リスト
・リピーターリスト

・インターン希望リスト
・ワーホリ希望リスト
・Uターン希望リスト

・お試し希望リスト
・移住希望リスト
・ジョブスタイル市外リスト
・空き物件リスト

フラノコンシェルジュ

将来的には観光振興～移住定住政策を別々に実施するのではなく、「関係人口」の考え方のもと、各種データを統合するこ
とで、統合戦略として実施することで、効果的な施策が実現できる。

①富良野から離れた人（親は富良野在）などの
優秀人材と富良野で活躍・アイデアを
もらう場などのＵターンに絞った事業

②富良野に愛着あるＩターン希望者を富良野で
定期的に活躍できる場づくり

(5)関係人口 事例：ふらの観光協会

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方

ふらのビジョン2030：https://www.city.furano.hokkaido.jp/fs/3/3/5/7/2/_/FURANOVISION2030.pdf
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経験経済の考え方においては、下記の4つの経験が価値を生むと言われている。旅においても、これらの要素
を兼ね備えることにより、旅の付加価値を高めることができる。

(1)経験価値 ４Eモデル

４Eの視点で提供できるコンテンツを考える

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方
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☞多くの地域資源をそれぞれ訴求しても、地域の魅力は伝わらない。
☞数多い資源を並べ立てても、人は認知しない。 ⇒地域で考えること／地域ブランドの必要性

(2)コンテンツの造り方 何を伝えるのか／資源の組み合わせではだめ

２．観光・交流の視点から見た、九十九里地域のポテンシャル (2)九十九里のポテンシャル 今後の観光振興の考え方


